
日本気象学会昭和36年度総会ならびに春季大会告示

1．　総会提出の議題募集

　1）締切日：3月31日
　2）宛　先：東京都千代田区大手町象庁内

　　　　　　　　日本気象学会

　　　　　　　　封筒の表に「総会関係」と明記のこと

　3）内　　容：議題名とともに必らず提案理由をつ

　　　　　　　　けること

2．　研究発表募集

　1）　講演申込締切：5月51日朝までに必着のこと

　2）　申　込　　先：東京都杉並区馬橋　気象研究所

　　　　　　　　　今井一郎

　3）様　 式：必らず所定の用紙に記入のこと
　　　　　　　　　（天気2月号挿入）用紙不足の場
　　　　　　　　　合は事務局又は支部に請求された

　　　　　　　　　い．

　4）講演時間：20分以内とする

例会の診知らせ（1）

昭和36年度月例会（第2部）スケジュール

6月

7月

8月

9月

10月

11月

山の気象．高層気象，乱流と低層気象

梅雨について（数値予報，綜観気象）

気象学史と気象教育

生気候，大気汚染

気象災害

台風について（数値予報，綜観気象，災害，

12月

1月

2月

3月

レーダー），

風のシンポジウム

気象電気

気候，大陽活動，気第統計

観測と測器，大気大循環（未定），長期予報

前線について（綜観気象，レーダー），航空気象

3月の例会予告
　　　　　　　綜観　気　象
日時：昭和36年3月24日（金）13時30分より
場所：気象庁構内中村記念館

主題：天候のベース

第2部研究発表講演申込＊

締切：昭和36年2月10日
宛先：東京都千代田区大手町1の7『

　　　気象庁予報課　　石原健二
（備老：予報部談話会と共催）

　一㎜ノ“♂ψノーの／’！・〃㌔ノヘ㌧！V一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一！の！、！。戸一

＊第1部　一般研究発表　毎月の例会に行いますから講演題目，所要時間．

　　　　アプストラクトをつけて下記へ申込まれたい．

　　　　宛先　東京都杉並区馬橋　気象研究所　今井一郎


